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　本研究の 主要な 目的は ， 自己認知 と精神的健康の 関連 を探る こ とで あ っ た 。 そ こ で まず ， 青年伏 学生、

専門学校 生） を対象 に し て ポ ジ テ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン な ら び に ネ ガ テ ィ ブ ・イ リ ュ

ージ ョ ン 現象 を確認

し，そ の 結果 に 基 づ い て ，自己認知尺度 を設定 した n 本研 究 で の ポジ ア
馳
イ ブ ・イ リ ュ

ージ ョ ン ならび に

ネガ テ ィ ブ ・イ リュ
ージ ョ ン 現象は，外 山 （199pt の 結果 と同様 で あ っ た。また，自己認知が精神的健康

と 結 び つ い て い る こ と が 示 さ れ，自己 高揚的 な認知 をして い る 人 々 は ，精 神的 に よ り 健康 な 生活 を お く っ

て い る こ と が明 ら か に さ れ た 。 自己 を平均的だ と み な す 認 知 を し て い る 人 は ， 被調査者集団 に お い て ネ

ガ テ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン が 見られ た側面 に お い て の み ， 自己 高揚的な認知 を し て い る 人 と同様に 精神

的 に健康で あ っ た 。 しか し，被調査者集団 に お い て ポ ジ テ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン が 見 ら れ た 側面 に お い

て は ， 自己を平均的だ とみなす認知を し て い る人 は ， 自己 卑 ド的 な認知を し て い る人 と 同 じくら い 精神

的 に 不健康 で あ る こ とが 明 らか に な っ た 。

　キー
ワ
ード ：ポ ジ テ ィ ブ ・イ リュージ ョ ン

， ネガ テ ィ ブ ・イ リ ・い
一ジ ョ ン，自己認知 ， 自己高揚的な

認知 ， 精 神的健康

　近年，精神的健康 の 問題 を，社会認知的ア プ ロ
ーデ

．

の 観点 か ら探 る研究 が 増 えて い る。そ うした研 究 の 中

で 特 に 注 目され るの が，「自分 の 都 合 の 良 い よ う に 傾 い

た 認識 こ そ，人 が 精神 的適応的 に 生 き て い く上 で 必 要

で あ る」 とす る ポ ジ テ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン （p（lsilive

itlusi・ n ）の考え 方 で あ る 。 従来の 正 確な 自己客観視を精

神 的健 康 の 必 要 条 件 と す る 考 え 方 と は 対 照 的 に ，

Taylor ＆ Br 〔，wn （198s） は，ポ ジ テ ィ ブ に 傾 い た 自己

概念を も っ て い る こ とが 精神的健康 に つ なが る とい う，

新 た な 精神的健康観 を提唱 した 。

　 ポ ジ テ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン と は，自己高揚的動機

に 基づ く認知 バ イ ア ス の こ とで あ り， 「実際 に存 在す る

も の ・こ と を ， 自分に都合良 く解釈 した り想像 した り

す る精神的・イ メ ージや 概念」と定義 され る （Tay1・ 「 ＆

BroWl1 、　lq．　8，9）。 さ ら に
，
　 Taylor ＆ BroWI1 （igSS） は，ポ

ジ テ ィ ブ ・イリュ
ージ ョ ン を，  自分 自身 を ポ ジ テ ィ

ブ に 捉え る （self・aggra1 ］dizcmuコt），（2）自分 の 将来 を楽観

的 に 考 え る （個 人 的 楽観 主 義 〉 （unrealistic ・piilnism ｝
， （3）外

界 に対す る自己 の統制力を高 く判断す る （exaggerated

pcr〔：L・pt．i。 「1　Q ［c ・ ［1tr 。 D の 3 つ の 領域か ら捉 え ， こ の 3 つ

の ポ ジ テ ィ ブ ・
イ リ ュ

ージ ョ ン が 精神的健康 に 結 び っ

い て い る と結論し て い る 。 つ ま り，精神的 に 健康な 人

　 筑 波 人 学 心 理 学 系 　〒 305−8572 茨 城 県 つ くば 巾大 モ 台
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に は，自己 を良 き 者 と 考え，自分 の 未来 を明 る く描 き，

自己 の 統制力 を強 く信 じ る傾 向が 見 ら れ る とい うの で

あ る、，

　 ポ ジ ヴ f ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン の 検 討 に あ た っ て，

Tay ！or ＆ BroWn 〔／98［） は ， まず， ネガ テ ィ ブな ラ イ

フ イベ ン ト （例 え ば、癌、交」廼事 故，離婚 な ど｝ が 「自己」 と

1一般的 〔平 均 的 ）な 人 ；average 　person 」に ど の くら い

起 こ りやす い と考 える か に つ い て 評定 を求 め た。そ の

結 果，集団 に お い て 大 多数 の 人 が
’F均的 な 人 と比 べ て

自分の b が．．Lで あ る （ネ ガ ざ
』

イ ブ イベ ン トが起 こ り に くい ）

とみ な し た た め ， そ れ は論理 的に 不 可能で あ る と考え，
“
ポ ジ テ ィ ブ ・イ リ ュ

ージ ョ ン
”

と い う用 語 を 使用 し

て い る u しか し，こ の
“
ポ ジ テ ィ ブ・

イ リ ュ
ージ ョ ン

”

と は集団 に お い て確認 さ れ る認知傾向 で あ るため ， 個

人 の 自己認知 を考え て い く場合，
こ の 用語は 遭 さ ない

。

そ こ で ， 本研究 で は研究 をすす め る に あた っ て ， ポジ

テ ィ ブ ・イ リ コ ．一ジ ョ ン に 関連す る 用語 を以下の よ う

に定義す る 。

　ポジ テ ィ ブ・
イ リ ュ

ージ ョ ン ［ネガ テ ィ ブ・
イ リュ

ー

ジ ョ ン
3
］現象 ：集団 に お い て ，多数 の 人 が （統計 1消 意

に），他者 （平 均 的 な 人 ｝ に 比 べ て 自分 の 性格 ， 将来 ， 統

3
　 後述 す る外山 （1999．〕 の 結果 に お い て ，冂本．人に は，あ る側

　 面 に お い て は，人多数の 人 が 半 均的 な人 と比 べ て 自分 の 方が 下

　 で あ る と み な す 傾 向 が 見 ら れ た た め，こ れ を ポ ジ テ ィ ブ ・f

　 リュー
ジ u ン に 対応 して 1ネ ガ テ ィ ブ ・イ リ ュ

ージ ョ ン 1 と呼

　ぶ こ とに した。
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制 の 方が 上 で あ る 「下 で あ る1 と み な す 現象。

　自己高楊的 ［自己 卑
一
ド的」な認知 ：各個人 が 自己 の

性格 7 将来，統制 に つ い て
， 他者 （平 均的 な 人）の それよ

り も ポ ジ テ ィ ブ ［ネ ガ テ ィ ブ］に 認知 す る こ と。

　既に 述 べ て き た よ うに ， 欧米に お い て は ， 自己 に都

合の 良 い よ うに傾 い た 認知 ，す な わ ち 自己高揚的な認

知 が 精神的健康 に つ な が る ， と い う方向 で 実証的研究，

理論化 が 展開 さ れ て い る 〔e．g．　Fitzgernld，　Tennen、　Afflcck

＆ 1’rantsky 、1993 ；Shedler．　Mayman ＆ rvIanis，19．9．3）o

　わ が 国 に お い て は
， 外山 （1999）が

，
Taylor ＆ Brown

｛1988）と同様 の 方法 を用 い て ， 日本人 に お ける ポ ジ テ ィ

ブ ・イ リ ュ
ー

ジ ョ ン 現象 を検討 し ， H 本人 に お い て は

ポ ジ テ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン が見 られ る側面 と ， 逆に

ネガ テ ィ ブ ・
イ リ ュ

ージ ョ ン が 見ら れ る側面が存在す

る こ と を報告 し て い る 。 し か し，わ が 国 に お い て ， ポ

ジ テ ィ ブ ・
イ リ ュ

ージ ョ ン （あ る い は ネガ テ ィ ブ ・
イ リ」一

ジ ョ ン ）に 焦点 を当て て，自己認知 と精神 的健康 と の 関

連 を直接 扱 っ て い る研
．
究 は い まだ見受 け られ ない 。

　 とこ ろで ， Kitayama＆ Markus （1994） は ， 口本人

に お い て は ， 白分を他者 よ りも優 れ て い る と考え る 自

己 高揚的認知は 主観的幸福感 と は関係が な く， 自己 を

平均的だ と み な す 控え め な認知が ， 入間関係の 調和 を

保 っ 文化的役割 を担っ て い る 可能性 を指摘 し て い る 。

彼 らの 主張は ， ア メ リカ 人 に お い て は ， 自尊感情 ， 達

成感 ， 有能感 と主観的幸福感 との 間 に プ ラ ス の 相 関が

見 ら れ た が，凵本 人 に お い て は，そ れ ら の 感情 と 主観

的幸福感 と の問に は相関 が 見出され ず ， 他者か らの 受

容感が 主観的幸福感 と強 い 相関を 示 し た，と い う報告

（Markus ＆ Kitayama ，1991 ） を根拠 と し て い る 。

　遠藤 （1995）も こ う し た 知見 を う け て ，相互浸透的 で

状況依存的な自己 を特徴 と す る わ が 国 に お い て は ，い

か に 多 くの ポ ジ テ ィ ブ な 属性 を もっ て い る か
，

と い う

こ とに よ っ て精神的健康 は規定 されず ， む しろ他者や

周 囲 の世界 との 良好 な 関係 の 中で 生 じ る こ と を 指摘 し

た 。 Seligman （1991） は ， 楽観主義者 と身体的・精神的

健康 との 関連 を検討 し，楽観主義者は健康的な 人生 を

送 っ て い る と指摘 し た が ，彼 も ま た，「楽観 主 義的 な 帰

属 の 効用 が ，日本人 に そ の まま適用す る と はい えな い 」

と述 べ て い るe

　以上 の 知見 は ， 総 じ て 日本人 の 精神的健康 は，欧米

文化 の それ と は 異な っ た観 点 か ら把握 さ れ る必要性を

示唆 して い る 。
っ ま り，

一
貫 して ， H本人 の 自己高揚

的 な 認知は精神的健康に は 頁献 し な い
， と い う前提 が

あ る よ うに考 え られ る 。 そ こ で ， 本研究で は ， 果た し

て 日本人 の 精神的健康を規定し て い る 自己認知 と は ど

67

の よ う なもの で あ る の か を，ポ ジテ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ

ン 偽 る い は ネ ガ ラ
ー
イ ブ・イ リュ・一ジ ョ の の観点か ら検討す

る こ と を目的 と す る 。

　 ま ず ， 本研究 で は 青年 （大学 生，纂〔門学 校生）を対 象 に し

て ， わ が 国に お ける ポ ジ テ ィ ブ・
イ リュ

ージ ョ ン （な ら

び に ネ ガ テ ィ ブ ・
イ

1）　 ・・
一ジ 三ウ ） 現象 を 再確認 し，そ れ に

基 づ い て 自己 高揚的 な 認知 な ら び に 自己卑下的な認知

を測定す る尺度 （自己 認 知 渡 ）を設定す る。続 い て ， 設

定さ れ た 白己認知 尺 度 を用 い て ， ポジ テ ィ ブ・イ リ ュ
ー

ジ ョ ン な ら び に ネ ガ テ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン の 観点か

ら， 自己認知 と精神的健康 と の関係を探 る。具体的に

は ， 集団 に お い て ポ ジ テ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン 現象 が

見 ら れ た側面 と逆 に ネガ テ ィ ブ ・イ リュ
ージ ョ ン 現象

が 見られ た側面別 に ，自己認知 と精神的健康 との 関係

を 検討 す る。社会 の 認知傾 向 （ポ ジ テ ィ ブ・イ リ t・一ジ ョ ン

現 象が 見 られ る側面 な の か，ネガ テ ィ ブ ・イ リュー
ジ ョ ン 現 象 が

見 られ る側 面 な の か ）の 観点 か ら個人 の 白己認知 と精神的

健康の関係 を探 っ て い く こ と は ， わ が 国の 文脈 を加味

した新た な精伸的健康観に有益な 示 唆を与え る もの と

期待 され る 。

　精神的健康 の 指標 と し て は 抑 うつ 傾向 を用 い る こ と

に し た 。 抑 うつ は，今や 最 もか か りやす い 現代 の こ こ

ろ の 病 と 言われ 飯 本，ユ9吻 ，心琿的，社会的観点 か ら

も大 きな関心 の あ る問題 とな っ て い る 。 と い うの も ，

抑 う っ の 発症 と改善に は 認知 的変数が大 き く関与 し て

お り ， 抑 う つ 者 の 認知 を 変容 す る こ と に よ っ て 症状 の

改善 を得 る こ と が確認 さ れ て き た か ら で あ る （Bcck，

Rush 、　Shaw ＆ Emery ，1979）。本研究で は， こ う した，精

神的健 康 の 指標 の 代表 と い え る 抑 うっ 傾 向 と自己認知

の 関連 を探 る。

方 法

　被調査者　大学生 な ら び に専門学校生 の計243名 （男

子 11。 名，女 丁
・
　133 名）。 ま た ， 98名 の 大学 生 に は，約 1 ヵ

月後 の 再 テ ス トに も参加 し て も ら っ た 。

　質問紙　（1）自已 認知 に関す る 質問紙 ：外 山 （19　9．　9）の

ポ ジ テ ィ ブ ・イ リュ
ージ ョ ン を測定す る た め の 質問紙

（原案）の
一

部 を使 用 した。こ の 質問紙 （原案）は ， Taylor
＆ Brown （1988）の ポ ジテ ィ ブ ・イ リ ュ

ージ ョ ン の定義

に 従 っ て ， 「自己」， 「楽観主 義」， 「統制」の 3 つ の 領 域

か ら構成さ れ て い る 。 「自己」（TABLE 　1参 照） に関し て

は ， 社交性 順 目例，
“
積極 的で あ る

”
），知的能力 （項 目例，

‘
顕 の 回転 が 速 い

”
）， 調和性 （項 日例，

“
思い や りが あ る

”
），誠

実性頤 目例，
’‘
ま じめ で ある

”
），身体的望 ま し さ 順 目例，

“
容

姿が よ い
”
）の 5 つ の ト位分類，各々 5項 目の 計 25項 目で
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TABLE 　l　 1
．
自己」の 領域 の 基礎統計 な ら び に因子 分析　　TA 肌 E　2　 「楽観主義」の 領域 の 基 礎統計な ら び に 因子

　　　　 の 結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 分析の 結果

質周項 日 tt／　 　 Sl）
抽出因子

1II 　 　 が 質問項目

ポジティ ブ

誠実である〔D）

親切で ある〔H ）

思い やりがある（IT）
おお らかである（H）

寛大で ある〔H）

　まじめである〔D）

責任感がある〔D）

素直で ある〔H｝

！建，康的に 見える〔P｝

　きち ょうめ んで ある｛D 〕

ネガテ ィブ

異
．
性の間で人気がある（E）

魅力的で ある（P ｝

容姿がよい 〔P〕

　ス タイル がよい 〔P）
同性の間で 人気がある〔E｝

　フ ア
．
ンシ ョ ンセ ン

ー
Kが よい 〔P〕

頭の回転が速い 〔〔〕）

知的で ある（O｝

仕交的で ある（El
積極的であるIE｝

35645814915454254442

　，93
．．44
．．57
−1．18
　 、37
−．57
　．31
・，Z4
−．32
　，21

M 　 　 SI，
抽出因子

匸

1、39　　　　、79　　　　、15　　　　．b
’
5

1．29　　　　．78　　　　．19　　　　．64
1、33　　　　．ア4　　　　、19　　　　，58
1．46　　　　．ア3　　　　．1［　　　　．55
1、54　　　　、65　　　　，17　　　　、45
．10　　　　．64　　　　．06　　　　，4］
1．56　　 、59　　 、19　　、38
1，56　　　　．55　　　　，04　　　　．ll，0
】．72　　　　、40　　　　．り7　　　　」6
1．66　　 ．33　　 ．僞 　 　 、12

1、31　　 ．ll：1
．09　 　 21

1．30　　 ．07
1．35　　 ．01
1．23　 　 ．31
1．33　　 ．03
1．47　　　　．Uj
l．39　 　 ．19
1．49　　 ．12
1、43　　 ．24

寄与剰 ％）

　．81　 　 ．67
　 ．80　 　 ．6S
　．75　 　 、57
　．68　 　 ．46
　．56　 　 、41
　 55　 　 ．30
　．54　　 ．32
　．54　 　．33
．49　 　 ．Lt5

　．40　 　 ．22
LO．］6

II　 　 ゲ

ポジテ ィブ

大きな病気にかかる〔N）

仕事を解雇され る〔N ）

交通事故に遭 う〔N ）

ガンに なる（N〕

借金をする｛N 〕

撃婚する1：N）

　幸ttな結婚牛活をおくる〔P〕

ネガティブ

：．i菰 じにあたる〔P）

大金を手1に入れ る（P｝

寄与率｛％）

、L？7　　　　】、64　　　　　．73　　　　−．D．1　　　　．53
．7U　　　1．L8　　　　、70　　　　．06　　　　．49
．30　 　ユ．．忌3　 　 ．61　 　 ．1）e　 　 ．37
．4【亅　　　1．55　　　　．59　　　　．11　　　　．，：fi

1．63　　　】．32　　　　．58　　　−．］4　　　　．3S
．呂l　　　l．57　　　　．54　　　　．05　　　　．29
『69　　　1．44　　　　、45　　　　．17　　　　』23

122　　1．4呂　　 ．t）1］
．．73　　1．侶　　　．O［I

　 　 　 　 　 LS、6［）

，79　　 ．63
．75　 　 ．56

13．94

Ll．η

注 工） 〔 〕内に お け る N は ネガ テ ィ ブ．イベ ン ト， P は ポ ジテ ィ ブ

　 　 イベ ン ト を示 す 亡
注 2） ネガ テ ィブ イベ ン トは，そ の イベ ン トが 起 こ ら ない と思 う

　 　 ほ ど得 点が 高 くな る よ う に 得点化 さ れ た。

TAB1，E　3　 「
．．
統制 1の 令頁域の 基礎統計 な らび に 因 子 分析

　　　　 の 結 果

M 　 　 SI丿

抽出因 子

1

注） （ ）内に お け るE は社 交性，0 は知 的能 力， H は調 和性，
　 D

　 　は 誠実性，P は 身体 的望 ま し さ を示 す 。

構成 さ れ て い る。i楽観主義」（TABLE 　2 参照） に つ い て

は ， ネ ガ テ ィ ブイ ベ ン ト 6項 目， ポジ テ ィ ブ イ ベ ン ト

6項目の 計12項 口か ら構成 さ れ て い る。そ し て，「統制」

（TABT ．E3 参照 ）に つ い て は，楽観 主義 の 各 々 の 質問項 目

（イベ ン ト） に 対す る統制可能性 をたずね る と い う 形式

が 用 い られ て い る  それ ゆ え， 楽観主義 と同 じ項 目の

計12項 目か ら構成 され て い る 。
こ こ で は こ れ らの 項目

の うち ， 外山 （1　9．　99）の結果 に基 づ き，絶対的方法 と相

対的方 法
5
の 両方法 で 同 じ結果 が 得ら れ た 項 目 ， す な わ

ち両方法 に お い て ポ ジ テ ィ ブ ・
イ リ ュ

ージ ョ ン が 見 ら

れ た項 目，ま た は ネガ テ ィ ブ ・イ リュ
ージ ョ ンが 見ら

れ た 項 目の 合計 37項 目 を使用 し た。「自己」20項 目 ， 1楽

観主義 19 項 目，「統制」 8項 日で あ る。

　 な お ，本研究 で は，［同 じ大学 に 通 う
一

般的 （Y均 的 ）

な大学生 と比 べ て あなた は 砥 学生 の 場 合の 教示 〉」と評定

を求め る相対的方法が用い ら れ た 。 7段階評定C．．・3点 1
・・全 くそ う思 わ な い ，「

．．2 点」…か な り そ う思 わ な い ，1−1点」

II　 hZ

ポジティブ

就垰琵力雫うまくL訪く｛P）
幸せな結婚生活をお くる〔P｝

離婚しない （N ｝

借金をしない ゴN）

長
’
［．、きする〔Pl

交通事故に遭わない 〔N｝

ネガティブ
’i≡：くL：にあたる〔P ）

　を能の ある子どもに恵 まれ る〔P）

．呂呂
1．11）7
．911
．39
．4・1
．46

1．：｝2　　 ．69
1．4］　　　　、58
1．．49　　　　　．6フ
1．53　　　　，5ア
1．42　 　 ．45
1．47　 　 、40

一、14　 ．51〕
．〔［1　 ．46
−．o・1　 ．・45
．．21　 ．37
．］5　 ．Lt3
．1S　 ．正9

‘
　 例 え ば，「交通 事 故に 遭わ な い 1と い う 出来 事 が，どの くら い

　統制 可能 な 出来事 なの か をた ず ねた。な お ，「統制可能 1とい う

　 ワ
ー

デ ィ ン グ は，一般 の 人 に お い て は な じみ の うす い もの と考

　 え，「努力可能 」 と い うワ ・一デ．イ ン グ に 書 き換 え られ た。
i

　 絶 対 的 方 法 と は，「自己 」 と 「他 者 iを独 立 に評 定 させ る方 法

　で，相対的 方法 とは，「〔℃ 1 と比 べ て あ な た は 1と問 う よ う に 直

　接，被 調 査 者 自身 に他者 との 比 較 を させ る 方法 で あ る。

1』1〕　 L5呂　　 ．16　　 ．64　 ．・1，1
−．23　　　1．43　　　　．16　　　　．51　　 ．29

68

26．5鐸　 9，離

（ ）内 に お け る N は ネ ガ ナ ィ ヅ ィベ ン
．
ト，Plよポ ジ ttイ ブ．イ

ベ ン トを 示 す，，

・・
や や そ う思 わ な い ，障 点 旨

…
どち ら と もい え な い （

一
般 的 （平

均 的）な 大 学 生 と同 じ く らい で あ る）、「
．
1点」

…
や や そ う思 う，「2

点 1…か な りそ う思 う，「3点 1・・非 常 に そ う思 う〉で あ る 。

　（2＞抑 う つ 傾 向 尺 度 ：Zung 〔⊥965）が 開発 し た SDS

（Self．1’ating 　Depression　Scale）の 日本語版 （福田
。小林，1973）

で あ る。こ れ は 20項目で構成さ れ て お り， 4 段階評定

〔1−・4dO で あ る 。 高得点者 ほ ど抑 うつ 傾向が 強 い こ と を

示 す 。

　手続 き　上記 の 尺度 が 1998年 7 月
・− 19．・99年 4 月 に ，

集団形式 で 実施 さ れ た n

結 果

ポ ジ テ ィ ブ・イリ ュ
ージ ョ ン （ネガテ ィブ・イ リュ

ー
ジ ョ ン ）

現象の 確認

　自己 認知 に 関す る 質 問項 目の 平 均値 （標 準偏 差） が

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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TABLE 　l〜3 に 示 され て い る．自己 を 他者 と同程度に

み な し て い る場合 に は 「0 」点 ， 自己 を他者よ り も優

位に み な して い る場合 に は プ ラ ス の 得点 ， 逆 に 自己 を

他者 よ り も卑下 し て い る 場合 に は マ イ ナ ス の 得点 と な

るe

　外 山 q999 ）に 準拠 し，各 々 の 項 目に 対 して ポジ テ ィ

ブ ・イリ ュ
ージ ョ ン な らび に ネ ガ テ ィ ブ ・イ リ ュ

ージ ョ

ン が見 られ る の か どうか を検討す る た め に ， 尺度の 中

央値（r ω との 違 い を t検定 に よ り検討 した 。 こ の 分析

方法に よ る と ， 項 目得点が 有意に 正 で あれ ば「ポ ジ テ ィ

ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン 」 が ，逆に有意に負で あ れ ば 「ネ

ガ テ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン 」 が 見 られ る こ と を意味す

る。

　 t検定 の 結果 ， 外 山 q999｝の 結果 と同様 の 結果 を得

た 。 す なわ ち ，
ポ ジ テ ィ ブ ・イリュ

ージ ョ ン が見 られ

た の は ， 「自己」の領域 の
“
調和性

”
順 目例．

［‘
思 い や り

が あ る
”
） な らび に

“
誠実性

”
順 口例，

」‘
ま じ め で あ る

”
）の

側面 で あ っ た。ま た，全般的 に 見 れ ば 「楽観 主義 1 と

［統制」の領域に お い て も ポ ジ テ ィ ブ・
イ リュ

ージ ョ ン

が 見 られ た。逆 に ，ネガ テ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン が 見

られた の は， 「自己 1の 領域 の
“
社交性

”
頓 目例，積 極

的 で あ る
”
）

，

“
知 的能力

”
順 目例，

〜
願 の 回転が速 い

”
），

“
身

体的望 ま し さ
”

瞋 目例．
“
容姿 が よ い

”
）な ら び に 「楽観 主

義」 と 「統制」の領域の金銭的なギ ャ ン ブ ル 要素を含

む イ ベ ン トで あ っ た 。

自己認知尺度の 設定

　次 に ， 3 つ の 領域別 に 因子分析を行 っ た （TABLE 　1−’；号

を 参照 ）。そ の 結果，固有値 1．0以上 の 因子を抽 出 した と

こ ろ
，

3 つ の 領域 に お い て
，

と もに 2 因子 が抽出され

た。 こ れ は ， ポジ テ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン が見 られ た

項 目群 （因 子 1 に 対応 〉 と ネ ガ テ ィ ブ・イ リ ュ
ージ ョ ン が

見られ た項目群 咽 子 IIに 対応）に分か れ た とい う こ とで

あ る 。

　以 上 の結果 を 踏 まえ て，1自己」， ［楽観主義」， 「統制」

の 3 つ の 領域 に お い て ，「ポ ジ テ ィ ブ ・イ リュ
ージ ョ ン

が 見 られ た 項 日群 似 下 1ポ ジテ ィ ブ」 と略 す ）．］と 「ネ ガ

テ ィ ブ ・イ リュ
ー

ジ ョ ン が見 られた項 目群 似 下 「ネガ

テ ィ ブ 」 と略 す）」の 2 つ の 下位 尺 度 を設定 し ， 以後の 分

析 に 用 い る こ と に し た 。

　本尺度 （
「

自己認知 尺 度」 と命 名 〉 の 下 位尺度 ご と の 平

均 ， 慓準偏 差 は TABLE 　4 に 示 す 通 りで あ る。下位尺度

の 項目数が 異 な るの で ，項 目平均 に 直 し て みた と こ ろ，

自己 の 「ポ ジ テ ィ ブ 」が ．50，「ネ ガ テ ィ ブ 」が 一．51，

で あ っ た。そ し て
， 楽観主義 の 「ポ ジ テ ィ ブ1 が ．79，

「ネガ テ ィ ブ」が
一．91， な らび に統制 の 「ポジテ ィ ブ」

が ．98，「ネ ガ テ ィ ブ」が ．55で あ っ た。

　 ま た ， 下位尺度間の相関係数が TABLE 　4 に 示 さ れ て

い る 。
こ れ を み る と ， 「自己 1， 「楽観主義1， 「統制」の

下位尺度 で あ る 「ポ ジ テ ィ ブ．」ど う しが 比較的強 く結

び つ い て い る こ とが わ か る （Pcarson の 積率相関で．39〜．55，

pく、01）。 同じ く 「ネガ テ ィ ブ」に お い て もやや低 い もの

は あ る が そ れぞ れ 強 く結び つ い て い る と い え よ う （．23

−．f6，p〈，01）。 こ れ らの 中で も特 に ， 1楽観主義」と 「統

制 1の 結 び つ き は 強 い （「ポ ジ
ー7 イ ブーに お い て は ．55，「ネ ガ

プ ィ ブ 」に お い て は ．56 『酸 ♪
一
・た ）。 Taylor （lgg4） は，楽観

主義は ， 生活の 中の他の イ リ ュ
ージ ョ ン ， と りわけ コ

ン ト ロ ール に つ い て の イ リ ュ
ージ ョ ン と密接 に つ な

が っ て い る こ と を述 べ て い る が ，本研究 の 結 果もそ れ

を支持す る もの で あ っ た。

　そ れ ぞれ の 領域 の 下位尺度内 の 関係 を検討 す る と ，

「自己」 に お い て は ， 「ポ ジ テ ィ ブ」 と 「ネ ガ テ ィ ブ」

の 問に は 正 の相関 （35，pく．〔m が ， 「楽観主義」，「統制」

に お い て は そ れ ぞ れ 無相関 噸 に ，一．05，・1．s．，一．02．　n ．s．）が

み ら れ た 。

TABLE 　4　 自己認知下位尺度 の 基礎統計 な らび に 相関係数 の 結果

　 　 　 　 再 テ ス ト

α　イ系数　　　　　　　　　（
−n −−　98）　　　　　　くa ）

餌 　　関　　係 　　数

下位尺 度 M 　 　 　 s
’
t） （b） 〔c 〕 （d） （e ＞　 抑う つ 傾向

自己

　 ポ ジテ ィ ブ 　 　 5．00
　 ネガ テ ィ ブ〔a ）　

．．5 ，09
楽観主義

　 ポ ジ テ イ プ（b）　 5．53
　 ネ ガ テ ィ ブ（c ）　

−1．82
統制

　 ポ ジテ ィ ブ（d）　 5 ．88
　 ネ ガ テ ィ ブ（e）　 1、10

9．56　 ．87
8，95　 、86

5、79　 、79
2，42　　．74（r ≡，5Cj）

5．74　　　．7tt
2、43　　　．62（r ＝．39）

．7
「
0

．68

4066

．57
、42

．35寧，　　 ．39＊摩　　　．王6　　　　．46＊＊　　　．18半　　　　
一．44＊￥

一
　　　　　．15　　　　　．37＊承　　 ．20＊　　　　．23卞＊　　　 一．37ウ’

一．05　　　　．55＊＊　　　．07　　　　　
−．45皐＊

　
．一
　　　　、07　　　　　．56零寧　　　

一．05

、02 ．37騨
一．D4

注 1）再テ ス ト （n ＝98） は 1 ヵ 月 後 に 行 わ れ，再 テ ス トとの 相関係 数 は す べ て 1％水 準 で 有意で あ る。
注 2） 楽観 主義 と統制 の 「ネガテ ィ ブ」 は，2項 目の み か ら構成 さ れ て い る た め ， α 係数の ほ か に相関係 数 も算出 した。
　 　 と も に ユ％水準 で 有意で あ る 。
注 3）

“pく．05，＊ ＊p〈．Ol．

一 69 −一
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　次に ， 尺度の 内的
一

貫性 を検討 す る た め に ，各々 の

一
ド位．尺度 に 対 し そ れ ぞ れ Cronbach の α 係 数 を算 出

し た （TABLE 　l参照 ）。α 係数 は ．62〜．87の 範囲 に あ り，

統制 の 「ネガ テ ィ ブ 」の α 係数 が や や 低 い が
，

そ の 他

は
一

応満足 し得 る
一

貫性が認 め られた。統制 の 「ネガ

テ ィ ブ」に 関 して は ， 2項 目 と項 目数 が 少 な い た め
，

楽観主義の 「ネ ガ テ ィ ブ 1 も含め 今後 は項目数を増や

す な ど の処
．
置が 望ま れ る。

　 また ，各下位尺度別 の 得点 の テ ス ト ・再 テ ス ト問 の

相関分析 を行 っ た と こ ろ CTABLE　4 参 勵 ，比較的高 い 値

が 得 られた し・＝42〜．7〔1，／，（．Ol）、この こ と は，本尺度 が

か な り高い 安定性を も つ こ と を示 し て い る 。

自己認知 と精神的健康 の関連

　抑うつ 傾 向尺度 の 平均値（標 準偏差 ） は ， 42．97（8．95），

α 係数は ．83で あっ た 。抑 うつ 傾向尺度と 自己認
．
知
一
ド位

尺度 との相関係数を算出した と こ ろ 〔TABLE 　4参 照 ）， 楽

観主義 と統制 の 「ネ ガ テ ィ ブ」 を除 くす べ て の 指標 に

お い て
， 有 意 な負 の 相 関係 数 が 得 られ た 〔．37〜．45，

Pく．OD 。

　次 に ， 自己認知 ド位 尺 度得点 に 基 づ い て， ヒ位 お よ

そ 3 名を P （

一
）si 群 （自 ［」高揚 Cf・丿な 1翻 「群 ｝， ド位お よ そ 30名

を Nega 群（白己卑 卜的 な認 知群 ），そ して 自己認知得点が

101 点付 近
．
の お よ そ 30名 を Neutra］群 （自己 を 他 暫と同

じ く ら い に み な す 群）と設定し，群間 で 抑うつ 傾向を比較

した 6
〔TABI．E　5 参照 ）。とい うの は ，　 Pearson の 積率相関

係数 は
， あ くま で 2 変数 の 直線関係 に つ い て 吟味す る

た め の もの で あ り ， 2 変数問に 曲線関係 が存在す る場

合に は ，
い くつ か の 群に分け て検討す る必 要が あ る と

考え た か ら で あ る 。

　そ の 結果，自己，楽観主義，統制 い ず れ に お い て も，

「ポ ジ テ ィ ブ 」に お い て は
， 群問 に お け る 差 が 見出 さ れ

た （順 に，F 〔2，96）＝20．27．　pく，01 ； F （2，86） 19．06．　 p＜．0⊥ ；F

（2，94）
− 1・L・44，p〈川 ）。多重比較 （本研究の 多重比 較は す べ て

Duncan 法 に よ る）を行 っ た と こ ろ ，
　Posi 群は Nega 群な

ら び に Neutral群よ り も抑 う つ 傾 向が 低 い こ と が 明

らか に さ れ た 〔TABLE 　5．　FIGURE 　l 参照）。

　「ネガ テ ィ ブ 1に お い て は，自己 に お い て の み 群間 に

お け る差が 見出 され （F （Z，91）− 16．08，p く．｛11），多重比 較 の

結果，Nega 群 が Neutra1群，　 Posi群 い ずれ よ り も抑

うつ 傾 向が 高い こ と が 示 さ れ た （T 八BTE 　5，　Fltt；URE 　2参

照 ）。楽観主義 と統制 に お い て は，群間 に お け る 差が見

出 さ れ な か っ た が ，
こ れ ら の 下 位尺 度は と も に項 目数

TABLE 　5　 群分 け に よ る 検討結果

　 　 自ヨ認知　　抑うっ傾向

n　　得点 1：SD）　　 得点　　　F値　　多重比較

自己の ［ポジテ ィブ」

Nega群  　　　　　　　29　　−12．52〔5．16）　　　　49．34
Neutral群  　　　：IS　　　，16〔1』呂：2　　 46．39
Posj群1雹　　　　　　32　　21．］3〔5．71｝　　　36．T8

自己の 「ネガテ ィブ」

Nega群  　　　29　
−21．9ア〔4．1〕5｝　 49、1l

Neutra］群121 　　　　　34　　　　　　＿1〕9，　〔　．呂7｝　　　　　llLO6
Posi潛羊趣）　　　　　31　　　8、74〔4．21：1　　 ：う7．97

楽観主義の 「ポジティブ」

Nega群  　　　　Lt｛1　　
−5．U｝〔2．聞 ）　　 47．2（t

Neu ロ a ］群  　　　，11　　　，〔13し 73）　　 15．57
1丿〔1si 君羊tt！l　　　　　　　　32　　　　13．94〔3．93：1　　　　35、22

楽観主義の 「ネガティブ」

Nega 群  　　　　37　　5．73〔．4r」）　　 43，e（〕
Ncutra］群  　　　35　　　．1：1｛’〔．1：11i）　　 41．21
Posi群雹1　　　 26　　2．5ア〔1．7r））　　 12，73

統制の ［ポジティブ」

Negu群 

Neし1しra］君
’fCt
・
）

Posi群 1

統制の ［ネガティブ」

Zi！1．27辮　  ，  〉 

16．o／si．  〉  ， 

］田 瞳
右

  ，  〉 

，56

2S　 −4，56〔3．94｝　 46．22　　】4．44榔   ，  〉 

35　　　　．D3〔　．64｝　　　44．39
31　 14，45〔2．5D）　　35．1｛〕

Nega君鵠  　　　　152　　5．44〔．ε4）1　　42．3［
NeLltral桝  　　 ：1〔1　　 ．19〔．胞 ）　　 12．刊l
l  ド［群 ）　 　　 35　　 2、1〕、畑 ．、捌 1　 ：う9．11

［．s）2

6
　 群 間の比 較検討 は 分 散 分 析 に よ る。な お，自己認 知 卜位 尺度

　 に お い て．い ずれ に お い て も性 差が 認 め られな か っ た た め，男

　
．
女 を込 み に した

一
元 配鷹の 分散分析 を実施 した。

注 ｝
” P＜．〔〕1．

抑

う

つ

傾

向

得

点

50 　「

4846444240383634

［

Nega

一

Noutml

■ 　自己 　 　 1

一
楽 観主義 ：

B 統 制 　 　
1

− 羅 一

　 　 　Po8i

FI（｝URE 　1　 3 っ の領域 〔自己，楽 観 主義，統制 ） に 関す る

　　　　 「ポ ジ テ ィ ブ 」の Nega ，
　 Neutral，

　 Posi群別

　　　　 に 見 た 抑う つ 傾向得点 の 平均値

が 2項 目 と少 な く，今後詳細 に検 討 して い か なけれ ば

な ら な い
．
課題 を含 ん で い る。

　以上 の結果よ り ， 自己認知 が精神的健康に結びつ い

て い る こ と が明 らか に さ れ た 。 「ポジテ ィ ブ」 の 側面 ，

す な わ ち ， 本研 究 の 被調 査 者集団 に お い て ポ ジ テ ィ

ブ ・
イ リュ

ージ ョ ン が 見 られた側面 に お い て は，自己

高揚的な 認 知を して い る 人 が ，そ うで ない 人 よ りも精

神的 に 健康 で あ る こ とが わ か っ た。そ し て
， 自己 を平
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抑

う

つ

傾

向

得

点

50 　一

4846444240383634

Nega Neu 廿 aユ

「
削『
』 自己　

一’

　 ＝ 楽 観主義

　 x 統制

］

覊一

Posi

FI（ltJRE　2　 3 つ の 領域 （自己，楽観 主義，統制 ） に 関す る

　　　　 1ネガ テ ィ ブ」の Nega ，　 Neutral，　 Posi群別

　　　　 に 見た 抑 う つ 傾 向得点 の 平均値

均的だ とみ なす控え め な認知 をして い る人 （Neutral群

の 劫 は ， 自己卑下的 な 認知 をす る 人 （Nega 群） と同じ

くらい 抑 うつ 傾向は高か っ た。

　
一

方， 「ネガ テ ィ ブ 」の 側面 ， す な わ ち ， 本研究 の 被

調査者集団 に お い て ネ ガ テ ィ ブ ・イリ ュ
ージ ョ ン が 見

ら れ た 側面 （1自己」の 領域 に 限 る〕に お い て は，自己高揚

的な認知 を し て い る 人 が 自己卑下的 な認知 をして い る

人 よりも精神的 に健康 で ある こ と は確 か で あ る が ， 必

ず しも自己高揚 的 で あ る 必要 は な く， 白己 を平 均的だ

とみ な す 控 え め な 認知 を し て い る人 も 同様 に ， 自己卑

下的な認知 を し て い る 人 よ り も精神的に健康で あ る こ

とが 実証さ れ た 。

考 察

　本研究 の 主 な 目的 は，自己認知 と精神的健康 の 関連

を検討 す る こ と で あ っ た 。 そ こ で ， まず ， 青年（大 学生，

専門学校 生 ） を対象に して ポジテ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン

（な らび に ネガ テ ィブ・イ リ ；・．一ジ ョ ン ）現 象 を 確認 し ， 因子

分析 に 基 づ い て 自己認知尺度を 設定 し た 。 そ して ， 自

己認知尺度を 用 い て ，ポ ジ テ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン な

ら び に ネ ガ テ ィ ブ ・イ 1丿ユ
ージ ョ ン とい う集 団の 認知

傾 向の 観点 か ら， 自己認知 と精神的健康 の関係 を検討

した。

　 こ れ ま で
， 日本人 に お い て は ， 自己 高揚的な 認知 は

精神的健康 と関係が な く， 自己を平 均的 だ と み なす控

え め な認知 が ， 精神的健康を規定し て い る と考え ら れ

て い た （e、g・．　Kitayama ＆ Markus ，1994） が 、 こ の よ う な

見解は，一
部 で は支持 さ れ，ま た一

部 で は異議 が 唱 え

られ る結果 と な っ た 。

　 っ ま り， 集団 と し て 自己 を ネ ガ テ ィ ブ に捉え る 傾向

の強 い 側而 （わが 国で は，頭 σ）同転 が 速 い 、人気 が ある，な ど）

に お い て は ， 自己 高揚的な 認知を し て い る 人 た ち だ け

で な く，自己 を 平 均 的 だ と み な す 控 え め な 認知 をす る

人 たち もまた，精神的健康 に つ なが る こ とが判明 した

の で あ る。こ れ は ，Kitayama ＆ Markus （1994） の 知

見 と 軌 を
一・

に す る 部分 で あ る。

　 しか し ， 集団 と して 自己をポジ テ ィ ブ に捉え る傾向

の 強 い 側面 （わ が 国 で は 、思い や りが あ る，ま じめ で あ る，な ど）

に お い て は ， 自己 高揚的な認知をす る人 た ちの み が 心

理的満足を も た ら す と い う Taylor ＆ Brown （lgs8）の

主 張 が 支 持さ れ た。そ し て ，自己 を 平均的だ と 捉 え る

人たち は，自己を相対的 に 卑下 して 認知 す る人 た ち と

同様に，精神的 に 不健康 で ある こ とがわ か っ た。

　 自己認知 の 能力 の 側面 に お け る達成感 ， 有能感 と主

観的幸福感 と の 関連 を検討し た Kitayama ＆ Markus

（1馴 ）が ， 自己 を平均 的だ とみ な す控え め な認知は，人

間関係の調和 を保 つ 日本の 文化的役割を担 っ て い る 可

能性が あ る と主張す る こ と は ， あ る意昧 で 当然 で あ り，

そ の 主張 は蓋然性 の 高 い もの と い え る。彼 らの 主張 は ，

口本人 に お い て，ネ ガ テ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン が ．見 ら

れた 自己 の 側而 で の み ， そ の 正 当性が
一

部支持 さ れ た

の で あ る。し か し ， 日本 人 の 相互依存的 自己 観に合致

す る 自己認知 の側面 （す なわち，
“
調和性

”
や

し‘
誠 実性

”
の側

面 や楽観主義，統制に お い て は ポ ジ テ ィ ブ・
イ リ ュ

ー

ジ ョ ン が．見 ら れ ， そ う し た 側面 は
， 自己 高揚的 な 認知

の み が精神的健康 に 大 き く寄与す る こ と も明 らか に さ

れ た の で あ る。

　本研究 の 結果は
，
Taylor ＆ Brown （1988＞ の 主張の

大 ：枠を支持 し，
Kitayama ＆ Markus （19．　44） の見解を

も包含 で き る こ と を 示 唆 し て い る も の と 言 え る 。 自己

を相対的に ポ ジテ ィ ブ に捉え る 人 た ち の 方が 精神的 に

健康で ある こ と は間違 い な い 。自分 を 人並 み に 捉える

人 た ち が 精神 的 に 健康 か 否 か を 決定 す る 要因は
， 本研

究 に 限 っ て 言 えば，［ど の ような イ リ ュ
ージ ョ ン 現象が

起き て い る側 面な の か 」 とい う こ と で あ る。

　遠藤 （1995）が指摘す る よ う に
， 精神的健康は ， 文化

的社会的背景を切 り離 し て論ず る わ け に は い か な い 。

相互依存的 自己を有す る わ れ わ れ の 文化に お い て は，

自己 の 定義は あ る 特定 の 状況 や 周囲 の 他 者 の 性 質 に

よ っ て 大き く異な る 。

　わ が 国 の 文化的背景を考慮す る と，冂本入 は，集団

の
一

員 と して 重 要で ある と考 え る 自己 の 特性 鬮 和 性，

誠実性な ど） に つ い て は ， それ をお もて に 出 して もよい

と考 え，多 くの 人た ち が 内心通 り に ポジ テ ィ ブ な評価

一 71 一
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をす る もの と予想 され る。そ の 結果，ポジテ ィ ブ ・イ

リ ュ
ージ ョ ン が生 じ る の で あ ろ う。 そ し て ， 実際 に ポ

ジ テ ィ ブ に評価 し て い る人 た ち は精神的に健康 とい う

こ と に な る。

　他方，個人 と し て は 重要 と考 えるが ，それ をお もて

に 出 し て は い け な い と考 え る，す な わ ち ，お もて に 出

す と集 団の 成員 か ら ネガ テ ィ ブ に 評価 さ れ る と考 え ら

れ る 自己 の 特性 （社交性 知 的能 九 身 体 的望 ま し さな ど） に

つ い て は，内心 で は ポ ジ テ ィ ブに 評価 し て い て も ネ ガ

テ ィ ブ で ある と表明 （評 価）す る人 が 多 くな る もの と予

想 さ れ る。そ の た め に，こ う い っ た特性に関 して は ネ

ガ テ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン が 生 じ る の で あ ろ う。 そ し

て ，内心通 りに ポ ジ テ ィ ブ に 評価 した人た ち （わ が 国 の

文化的影響 を受 け に くい 人 た ち の 郡 ） と 内心 とは裏腹 に 控

えめ な評価をした 人た ち が と もに 精神的に 健康 で あ る

とい う結果 に なっ た の で あ ろ う。

　 こ の よ うに
．
考え る と ， 本研究 で 見出さ れ た ポジ テ ィ

ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン と ネ ガ テ ィ ブ ・イ リ ュ

ージ ョ ン は，

わ が 国 の 文化的背景 と し て の 「相互依存的 な自己観」

や 「否定的 な評 価懸念 の 強 さ 」 な ど と大 い に 関連 して

い る ように 思 わ れ る。上記 の 考 え は今 の と こ ろ
一

つ の

仮説 で あ り， 今後十分 な検討が必要 で あ る。

　 さ ら に ， 今後 の 課題 をい く つ か 指摘 し て お く。ま ず

は ， 因果関係に つ い て の問題で あ る 。 本研究で得ら れ

た 知見は ， あ く ま で相関研究 に 基 づ く も の で あ り，自

己 高揚 的 な 認知 が精神的健康 を 促進 す る の か ど う か の

因果関係 の 特定 は 不十分 なままで あ る。つ ま り， 自己

高揚的な認知 を抱 い て い る か ら精神 的 に 健康な の か ，

精神 的 に 健康だ か ら自己 高揚的な認知 を抱 くの か は定

か で は ない
。 今後 は ， 継時的 な変化 を追跡す る縦断的

研 究 な ら び に 実験的手 法 を 導 入 し た 研 究 を試み る と と

もに ， 要因間の構造を よ り適切に捉え た モ デル を提出

し，そ の妥当性 に つ い て 実証的に検討 し，自己認知と

精神的健康 の 因果関係 を よ り明 ら か に し て い き た い 。

　 また，本研究 の 被調査者 は 青年 で あ る た め ， 得 られ

た 知 見 の
一

般化 に は 慎重 に ならなけれ ばならな い e 青

年期 は 自己理解 ・自己洞察が 最も高 ま る時期で あ る た

め ， 自己高揚的な認知が精神的健康に寄与す る の は ，

青年期だ け の 特徴か も しれ な い と い う懸念が あ る 。 今

後 は ， 被調査者 の 枠を広 げた詳細 な 検討 も望 まれ る。
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Seij-PercePtion and  !L4ental Health
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  The main  purpose  of  the present  study  was  t,o investigate the relationship  between self-perception  and

mental  health. The  results  confirmed  the  positive and  negative  illusion phenoniena  that had been found in
adolescents,  On  the basis of  tho$e prior results,  a  Self-Perception Scale was  constructed,  I'articipants in
the present study  were  110 men  and  1:3:1 women  from postsecondary educationaHnstitutions.  II"he results

of  the present study  in relation  to positive and  negative  illusion phenomena  are  similar  to those of  Toyama

(1999). The  present study  also  found that self-perceptions  were  re]ated  to mentat  health. People with

self-enhanccment  tended  to shuw  better mental  health, whereas  people with  self-effacement,  in the form  of

seeing  oneself  as  average,  showed  as  good  mental  health a$  people  with  self-enhancement  only  where

negative  illusion phenomena  were  shown.  Inversely, people  with  self-effacement  showed  as  poor  mental

health as  people  with  self-devaluation  when  positive iilusion phenemena  were  shown,

    Key IVords : pesitive illusion, negative  Musion, self-perception,  sclf-enhancement,  ]nental  health
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